
 
2024年 3月 22日 

 
 

生物多様性のための 30by30アライアンスへの加盟について 

～自然資本・生物多様性へのコミットメント強化と自然共生サイトにかかる会員との連携を試行～ 

 

農林中央金庫（代表理事理事長︓奥和登、以下「当金庫」）は「生物多様性のための 30by30 アライアンス」
（以下、「30by30 アライアンス」）に加盟いたしました。 

 
2022年の生物多様性条約第 15回締約国会議（COP15）において、「昆明・モントリオール生物多様性枠組

（GBF）」が採択され、2050年ビジョンとゴールに加え、2030年ミッションを「自然を回復軌道に乗せるために生物多
様性の損失を止め反転させるための緊急の行動をとる」こととし、それに向けた 23 のターゲットが世界的に定められました
1。その中で、30by30はターゲット 3 を構成し、2030年までに陸と海の 30％以上を健全な生態系として効果的に保
全しようとする目標です。 本邦においては、環境省が主導し、企業・自治体・団体による有志の連合である 30by30
アライアンスを軸として目標の達成に向けた取組みが推進されております。 

 
しかしながら、本邦の 30by30達成状況は、陸域約 20％、海域約 13％（2021年現在）に現状とどまっており

2、今後は、生物多様性保全に貢献している里地里山や社有林等をより積極的に保全していくことが不可欠です。その
中でも、環境配慮型の経営を実践する農地、藻場造成活動と漁業を両立する海域等、農林水産業に関連する場所
は、30by30の達成に向けても非常に高いポテンシャルを有しているといえます。当金庫は農林水産業にかかる協同組
合組織を基盤とする金融機関として、こうした場所における取組みを推進する会員との連携や支援を通じて、本邦にお
ける 30by30の達成に貢献してまいります。 

 
なお、2024年 2月 27日に、令和 5年度下期自然共生サイトの認定結果 3が公表され、鹿児島県指宿市の山

川町漁業協同組合（以下、「当漁協」）が申請した「山川の海のゆりかご」が、自然共生サイトとして認定されました。
海域を含む認定サイトは、合計 184 の認定サイトの中でも非常に限定的であり、また JF系統・漁業者が主体となった
申請サイトの認定は初です。定置網漁等を経営しながら、ブルーカーボンをキーワードとした藻場保全活動も両立し、人
の営みと自然が共生する海域として意義深く、当金庫は情報提供や行政との連携により当漁協の申請を支援いたしま

 
1 GBF の詳細は環境省・J-GBFHP等を参照してください https://www.biodic.go.jp/biodiversity/about/treaty/gbf/kmgbf.html 
2 30by30 の達成状況等は環境省・30by30 アライアンス HP を参照してください 
https://policies.env.go.jp/nature/biodiversity/30by30alliance/ 
3 認定結果については環境省 HP を参照してください https://www.env.go.jp/press/press_02789.html  

https://www.biodic.go.jp/biodiversity/about/treaty/gbf/kmgbf.html
https://policies.env.go.jp/nature/biodiversity/30by30alliance/
https://www.env.go.jp/press/press_02789.html


した。 

 
 
当金庫は、自らのパーパスを「持てるすべてを『いのち』に向けて。～ステークホルダーのみなさまとともに、農林水産業を

はぐくみ、豊かな食とくらしの未来をつくり、持続可能な地球環境に貢献していきます～」と定めています。パーパスのもと、
自然資本・生物多様性にかかる領域については、三井住友フィナンシャルグループ、MS&AD インシュアランスグループホ
ールディングス、日本政策投資銀行とともに、「Finance Alliance for Nature Positive Solutions」（略称︓
FANPS）4を発足し、企業のネイチャーポジティブへの転換を支援するとともに、TNFD のアーリーアダプターとして TNFD
提言に基づく早期開示を宣言 5する等の取組みを積極的に展開しております。当金庫は、未来へと受け継がれる「いの
ち」の連鎖を、より豊かで確かなものにするために、ネイチャーポジティブに貢献する取組みを推進してまいります。 

以 上 
 
 

 
4 FANPS では、TNFD対応状況にかかる簡易診断サービスやネイチャーポジティブに資するソリューションのカタログ等を無償で公開中です。詳細はオフィシャ
ルサイト参照してください https://www.fanps.jp/  
5 当金庫のアーリーアダプトにかかるリリースは以下の通りです https://www.nochubank.or.jp/news/news_release/2023/tnfd-2.html 

【本件に関するお問い合わせ先】 
農林中央金庫 コーポレートデザイン部  広報コミュニケーション班 
（宮澤・水元） Tel: 03-6362-7172   
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